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は じ め に

大衡村長　萩 原　達 雄

　明治22年に大衡村が誕生してから130年、明治、大正、昭和、平成の4つの時代を駆け抜け、
時代の流れと共に大きな変貌を遂げてまいりました。
　令和という新しい時代の幕開けとともに新たな一歩を踏み出すこととなる、大衡村の将来
展望と行財政運営の指針や施策を示し、村民の皆様が幸せを実感しながら毎日を生き生きと
過ごすことができるよう、ここに第六次大衡村総合計画を策定いたしました。

　過去10年の大衡村は自動車関連産業を中心とした工業が飛躍的に発展してまいりましたが、
一方では、少子高齢化が進み、生産年齢人口の減少や本村の基幹産業である農業の後継者不
足が深刻な問題となっているなど、これらの課題をどう克服し、村民の皆様の満足度を向上
させられるかが重要となってまいります。
　このことから、国、県、周辺自治体との連携による施策の展開や、民間活力を生かした大
胆な取り組みも必要となるほか、村民同士の繋がりをより強固なものとし、互いに助け合う
コミュニティづくりも必要となってまいります。

　緑豊かな自然環境を次世代の子どもたちに引き継ぎながら、商業施設の誘致や住宅団地の
造成等の施策を展開し、村民の皆様が幸せと希望に満ち溢れた生活を送れるよう、本計画の
実現に向けて努力してまいりますので、尚一層のご協力をお願い申し上げます。

　最後に、計画策定にあたりまして、貴重なご意見やご提言をいただきました村民の皆様並
びに村議会をはじめ、審議会委員、アドバイザー会議委員、まちづくり委員会委員、レディー
ス委員会委員、各種関係機関・団体の皆様に心より御礼申し上げます。

令和 2年 3月
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（昭和48年2月13日制定）

（昭和43年9月1日制定）

わたしたちは、村民としてこの憲章を守りましょう。

1. 健康ではたらき、希望をもって　日々に向上する人になりましょう。

1. 年よりと、子どもをたいせつにし　明るい家庭をつくりましょう。

1. きまりを守り、互いに手をとりあい　住みよい社会をつくりましょう。

1. みどり豊かな自然を愛し　うるわしい環境をつくりましょう。

1. 輝かしい文化と理想をもとめて　壮大な郷土をきずきましょう。

この村章は大衡村の「大」をマークデザインし、三角
形の安定した構成は村民の精神的、経済的安定をあら
わし、円形の部分は限りない村の発展を強調しました。

アカマツ
（昭和57年9月18日制定）

キキョウ
（昭和57年9月18日制定）

キジ
（平成2年5月10日制定）
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